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化を意味するcul tureが「耕すcul ture、

cultivation」に由来し、また、agriculture、

horticulture、aquacultureの接尾語cultureが、業、芸、

養・殖のような多様な漢字で表現されていることは良

く知られている。これは、文化が、農作業の合間の豊穣

の祈り、田の畦での謡い、踊り、祀り、さらには観天望

気、水利などの総体として育まれ、本来、芸術、学術、

技術などの融合体であることを物語っている。

　農作業の中で生まれた文化は、「いのち（生命）を育

む」ことを根幹としている。「いのち」は、その歴史的集

積である遺伝的特性で規定されつつも、心、身体、食

および環境の4要素の有機的結合の中で育まれる。風

土とも言い換え得る環境は、自然環境（気象、地象、自

然生態系）および人間の歴史的・社会的な文化環境

で構成されるので、文化・農耕は自ずとローカルな特

性（地域性）を有する。

　さて、現在の農学は、ローカルな文化の中での学術

面を探求する部分と西洋起源のユニバーサルな科学

技術にもとづく部分で構成されている。20世紀後半で

は前者より後者が優勢であったが、21世紀になって

前者の地道な復権がある。市民の生活でも、「農」のあ

る生活やまちづくり、言い換えれば、「いのちの4要素」

への社会的関心の高まりがある。これは、ローカルな

文化の価値を再発見する動きでもある。

　農耕から生まれた文化には、情動、知覚、言語およ

び自然と交流しつつ生きる本能を総動員して構築さ

れた、世代を超えて伝えられるべき「心（こころ）」と

智慧が息づいている。農耕文化と生活文化の見直し

は文化全般の見直しでもある。農村の人口の世界的

な減少と農村における文化の変貌の中で、農民気質

（かたぎ）を潜在的に有する都市住民（耕す市民）の生

活および「農耕文化都市」が21世紀の文化の基盤の

一部となりつつある。

　上述の文化的潮流に対する現在の農学、農政の対

応はいかなるものであろうか。生産農業・生産環境一

辺倒から環境保全型農業、農業の多面的機能、農村

地域における生物多様性の重視への方向転換が過

去30～40年前から徐々になされ、その成果が農学、

農政の中で数多く得られている。その中でも、農業従

事者数が激減しつつある日本で、農学、農業、農政の

役割は、農村・地域の活性化、食料自給率・農家所得・

田畑の生産性の向上、農業環境の保全などを支援す

るだけで良いのだろうか。都会とその住民にも直接的

に貢献する農学、農業、農政はありえないのだろうか。

たとえば、今後の「都市農業」は農地での農業従事者

だけの役割なのか。植物工場による野菜生産の文化

的意義はあるのだろうか。「農業・環境・技術・研究」の

意味を「文化」の視点から再考した上で、農学、農業、

農政の問題を、大局的、長期的観点から論じる組織と

人材はどこで育まれるのだろうか。

　「雨ニモマケズ」、「銀河鉄道の夜」、「風の又三郎」

を約80年前に著した宮沢賢治は、農耕（culture）と文

化（culture）の一体化と、芸術・学術・技術の一元化を

試みた。彼の影響を受けた人々が最近創り出した3次

元電子音楽化されたアニメ映像芸術は、芸術・学術・

技術を融合する文化の試みだとも言える。そこから、

私たちは何を学ぶことが出来るのだろうか。
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　環境に大きな影響を及ぼす「特定外来生物*」カワ

ヒバリガイは、中国・朝鮮半島が原産の淡水に生息す

る二枚貝です（図1）。この貝は水路や貯水池などの利

水施設に発生して通水パイプを詰まらせるなど、人間

の生活に大きな影響を与えることでも知られています。

　日本で最初にカワヒバリガイが見つかったのは

1992年に滋賀県の琵琶湖でした（図2）。関東地方で

カワヒバリガイが最初に確認されたのは2005年です

が、発見された当初は一部地域での被害の大きさか

ら新聞等で大きく報道されました。関東での生息が確

認された直後から、農業環境技術研究所はカワヒバリ

ガイの関東地方における生息状況の把握に取り組ん

できました。そのなかで、霞ヶ浦全域での分布調査

（2007年プレスリリース）、利根川を中心とする広域

調査（2008年プレスリリース）などを報告し、霞ヶ浦へ

の侵入が2004年までさかのぼることができることや、
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2018年までに霞ヶ浦の湖岸全域に広がる
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図1　霞ヶ浦湖岸に生息するカワヒバリガイ（右下は拡大図）

図2　日本国内におけるカワヒバリガイの分布

河川や水路などの水の流れに伴って生息域を拡大し

ていることなどを明らかにしてきました。

　現在、カワヒバリガイは利根川水系を中心に広範囲

で生息が確認されており、一部の地域では通水障害

などの被害が発生しています。しかし、これまで広範囲

を対象とした継続的な定量調査は十分ではなく、分布

や密度が拡大傾向にあるのか、あるいは定常状態で

落ち着いているのか、これからどうなっていくのかは

明らかになっていませんでした。特に分布拡大の定量

的な予測は、今後カワヒバリガイの被害対策を行う上

で重要です。

　そこで、農環研と東邦大の研究チームは、2012年

に霞ヶ浦の湖岸全域を対象とする生息調査を行い、

その結果を2006年の調査結果と比較することで、カ

ワヒバリガイの生息域と密度が過去6年間でどのよう

に変化したのか、そしてこれからどうなっていくのかを

明らかにしようと考えました。

　調査は、2012年の5月から6月にかけて行いました。

霞ヶ浦湖岸を1km間隔で130の区画に分け、区画ごと

に一回ずつ、湖岸の幅5mを対象に調査員１人あたり

*外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及
ぼす又はそのおそれがあるものを特定外来生物として法律により
指定し、飼養・栽培・保管・運搬・輸入を規制しています。
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10分間の採集を行い、得られたカワヒバリガイの個体

数をその区画の密度データとしました（図3）。その結

果、調査した125地点のうち104地点（83.2%）でカワ

ヒバリガイが見つかりました（図4）。2006年に行った

同様の調査の結果と比較すると、採集個体数の平均

値は約3.8倍に増加していました。

　2012年と2006年の調査で得られた分布データを

基に、6年の間に霞ヶ浦湖岸で生じた分布拡大の距離

を推定したところ、約11km離れた地点まで分布が拡

大していることがわかりました（図5）。ここで使った拡

大距離の推定式をもとに計算すると、2012年の調査

での「未生息地」だった場所も、2018年には全て99%

以上の確率でカワヒバリガイが新たに定着することが

示されました（図6）。2006年から2012年の間に生息

していた場所から生息が見られなくなった区画はあり

ません。このことから、カワヒバリガイは遅くとも2018

年までに霞ヶ浦湖岸全域に分布を拡大することが予

測されます。現時点で生息が見られない霞ヶ浦の北部

地域も、近い将来、新たな侵入と定着が見られるよう

になるでしょう。

　今回の結果は、霞ヶ浦湖内全域にカワヒバリガイが

急速に拡大・増加しつつあることを示しています。霞ヶ

浦の水は霞ヶ浦の湖岸周辺だけではなく、茨城県南

部を中心とする広い範囲で利用されており、一部の地

域ではすでにカワヒバリガイの発生に伴うパイプの閉

塞などの被害が発生しています。今後は、これらの地

域を対象に侵入状況を調査するとともに、個体数に応

じた対策が必要になると考えられます。

　現在行われている被害対策（コラム

参照）は、発生密度が高くなった後に

着手されることが多く、被害の見られ

ない段階では生息分布なども調べら

れていない場合がほとんどです。しか

し、外来種の対策は未侵入地域への

侵入の防止が最も重要であり、侵入後

であってもより早い段階での対策が

効果的とされています。カワヒバリガ

イの発生の見られた地域やその下流

域などでは、河川や貯水池、水路でのカワヒバリガイ

の生息状況の調査を行うことをおすすめします（具体

的な「見つけ方」は以下のホームページを参照してく

ださい）。

参考：カワヒバリガイ調査法ガイド

http://cse.niaes.affrc.go.jp/itoken/saisyuu.html
　

　農業環境技術研究所はカワヒバリガイの分布拡大

予測を行うとともに、まだ侵入の見られない地域を含

む生息調査と対策の提案を、現場の農業関係者と連

携して進めています。今後は予測の対象をより広い範

囲に拡大し、より効果的な被害防止策の立案につな

げていきたいと考えています。

特定外来生物カワヒバリガイは2018年までに霞ヶ浦の湖岸全域に広がる 特定外来生物カワヒバリガイは2018年までに霞ヶ浦の湖岸全域に広がる

図6　霞ヶ浦湖岸におけるカワヒバリガイの分布の変化（左：2006年・2012年）
　　   と分布拡大の将来予測（右：2018年）
2018年には全ての湖岸にカワヒバリガイが定着すると予測される。

図3　調査地（例）と生息場所（模式図）

図4　霞ヶ浦湖畔におけるカワヒバリガイの分布と密度
赤の円の大きさは、1人の調査員が10分間に採集した個体
数を表す。2006年には湖岸の45.6％、2012年には湖岸の
83.2％でカワヒバリガイの生息が確認された。
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図5　2つの分布図から分布拡大予測を行う
2006年の調査で「未生息地」だった調査地が2012年に「生息地」に
なる確率（定着に成功した確率）と、2006年に一番近い「生息地」だ
った調査地との距離の関係を求めた。生息地から離れるほど定着
できる確率は減少し、15km離れるとほとんど定着できない。
10.69km離れた地点で定着できる確率は50％になる。この関係式
を元に2012年の「未生息地」が2018年に「生息地」になる確率を推
定する。

図の％表示は、生息地が湖岸全体に占める割合

 2018年
（分布予測＊）

＊定着確率推定値が99％を超える湖岸を赤で示す。

2006年

2012年

（黒い部分は調査を行わなかった湖岸）

45.6％

83.2％

100％

コラムコラム
農業用利水施設でのカワヒバリガイの被害対策農業用利水施設でのカワヒバリガイの被害対策
参考：農林水産省「カワヒバリガイ被害対策マニュアル」

　カワヒバリガイは6～10月に繁殖
し、0.1mm程の非常に小さいプラン
クトン型の幼生期を経て岩やコンク
リート等の硬い基盤に固着します。幼
生の定着を未然に防ぐ技術として、
貝類の固着に忌避性のある資材や
塗料などの活用、塩素・オゾンなどの薬剤の撒布、幼生の少な
い水深から取水する施設の設計などが提案されています。こ
れらの技術の一部は水道施設等で活用された実績はあります
が、費用がかかることや環境への影響等の問題があり、国内の
農業用利水施設での利用事例はごく限られています。実際に
カワヒバリガイの発生している施設の多くでは、発生した貝を
物理的に除去し、施設の運用に支障のない状態に保つ対策が
行われています。

　具体的な除去対策として、人力や重機などの動力によって物
理的に取り除くこと、水路の水を抜き乾燥させて死滅させるこ
となどが行われています。カワヒバリガイは特定外来生物に指
定され、生きたままの輸送は法律で禁止されているため、取り
除いた貝の処置には十分配慮する必要があります。関東地方
では死んだ貝の殻が通水パイプやフィルターなどを詰らせる
被害が多数報告されており、これらの現場ではパイプ内の水を
逆方向に流して洗浄・排除するなどの対策も行われています。
　農林水産省ではカワヒバリガイによる被害の軽減、または
被害の未然防止を図るため「カワヒバリガイ被害対策マニュア
ル*」を作成・公開しています。カワヒバリガイの侵入・増加対策
にぜひ役立ててください。
*http://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_hozen/
k_hozen/kawahibarigai.html  よりダウンロード可能

成長サイクル
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図5　2つの分布図から分布拡大予測を行う
2006年の調査で「未生息地」だった調査地が2012年に「生息地」に
なる確率（定着に成功した確率）と、2006年に一番近い「生息地」だ
った調査地との距離の関係を求めた。生息地から離れるほど定着
できる確率は減少し、15km離れるとほとんど定着できない。
10.69km離れた地点で定着できる確率は50％になる。この関係式
を元に2012年の「未生息地」が2018年に「生息地」になる確率を推
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　カワヒバリガイは6～10月に繁殖
し、0.1mm程の非常に小さいプラン
クトン型の幼生期を経て岩やコンク
リート等の硬い基盤に固着します。幼
生の定着を未然に防ぐ技術として、
貝類の固着に忌避性のある資材や
塗料などの活用、塩素・オゾンなどの薬剤の撒布、幼生の少な
い水深から取水する施設の設計などが提案されています。こ
れらの技術の一部は水道施設等で活用された実績はあります
が、費用がかかることや環境への影響等の問題があり、国内の
農業用利水施設での利用事例はごく限られています。実際に
カワヒバリガイの発生している施設の多くでは、発生した貝を
物理的に除去し、施設の運用に支障のない状態に保つ対策が
行われています。

　具体的な除去対策として、人力や重機などの動力によって物
理的に取り除くこと、水路の水を抜き乾燥させて死滅させるこ
となどが行われています。カワヒバリガイは特定外来生物に指
定され、生きたままの輸送は法律で禁止されているため、取り
除いた貝の処置には十分配慮する必要があります。関東地方
では死んだ貝の殻が通水パイプやフィルターなどを詰らせる
被害が多数報告されており、これらの現場ではパイプ内の水を
逆方向に流して洗浄・排除するなどの対策も行われています。
　農林水産省ではカワヒバリガイによる被害の軽減、または
被害の未然防止を図るため「カワヒバリガイ被害対策マニュア
ル*」を作成・公開しています。カワヒバリガイの侵入・増加対策
にぜひ役立ててください。
*http://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_hozen/
k_hozen/kawahibarigai.html  よりダウンロード可能
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